
経営環境 リスク 機会

社会・政治環境
●  グローバリゼーションの巻き戻し、世界の分断
●  米国政策、関税・安全保障政策の変化
●  中東情勢の緊迫化

●  グローバルサウス諸国台頭
●  地方創生や地方におけるスマート農業の需要増大
●  半導体関連ビジネスの需要拡大
●  航空宇宙関連技術への資本投下拡大

経済・金融環境
●  過度なインフレの常態化やインフレと景気減速・
後退の同時進行

●  為替変動・金利上昇

●  顧客の選択と集中の加速にともなうM&A機会やファイナ
ンス需要の増大

●  インフラ関連の設備投資需要の拡大

環境・エネルギー

●  気候変動政策の不透明感増大
●  再エネ制度変更、土地規制、新税検討等の 
不確実性

●  エネルギー価格高騰
●  原子力再評価による再エネ競争力低下

●  脱炭素ニーズや原油・LNG依存度低減ニーズを背景とした
再エネ需要の拡大

●  蓄電池事業機会の創出
●  電力インフラ需要の拡大
●  データセンター増加にともなう電力・脱炭素・水資源関連需要
●  サーキュラーエコノミー関連需要の拡大

デジタル・AI

●  デジタル関連の人財・スキル・市場シェア獲得
競争の激化

●  AI活用への乗り遅れ
●  AIガバナンス体制整備の遅れ
●  サイバーセキュリティ上の脅威増大
●  AI活用における誤情報の生成、バイアスや差別
の再生産、個人情報・機密情報の漏えいなど

●  AI活用による生産性向上
●  AIの爆発的な利用増加にともなうデータセンター需要増大
●  新事業創出の増大
●  先進企業との協業・買収機会
●  デジタルによる経営の高度化・高速化
●  ビジネス・オペレーション両面での価値創出

労働市場
●  新たな事業に対応する人財・スキル不足
●  人財獲得競争の激化

●  労働市場の流動性向上にともなう多様な人財獲得機会の増大
●  専門人財育成・外部人財獲得による組織能力向上

メガトレンドの重要テーマやステークホルダーの期待・関心・ニーズなどを踏まえてリスクと機会を抽出しています。

ステークホルダー ステークホルダーの期待・関心・ニーズ

顧客

●  ファイナンスを起点とした多様なサービス提供
●  設備投資や資金調達の支援
●  イノベーション創出
●  事業遂行の上で生じる環境負荷の低減 
（カーボンニュートラルの実現など）
●  中長期的な取引相手としての財務信用度

従業員

●  自己成長・働きがい
●  労務環境の整備
●  給与・賞与の水準
●  勤務先としての持続性
●  労働条件
●  ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン＆
ビロンギング

●  人権保護

投資家

●  中長期的な安定成長
●  持続的なキャッシュ・フローの創出
●  安定的かつ継続的な配当
●  健全な事業運営
●  ガバナンスの強化
●  ESG投資の拡大
●  適切な情報開示および市場との対話強化

環境・社会

●  脱炭素社会の実現
●  サーキュラーエコノミーの実現
●  人権保護
●  地域社会との共生

メガトレンド重要テーマ

● 人口動態　　● 気候変動　　● 地政学と経済　　● テクノロジーの広がり
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12 目次イントロダクション 2   未来を実現する 
戦略と挑戦

1   変革を促し、 
価値を創造する力

3   事業戦略 4   価値創造を支える 
基盤

5   データ

31年度のありたい姿に向けた戦略の前提となるリスクと機会




